７　大阪御蔵屋敷
大規模な大阪御蔵　　　鳥取藩大阪お蔵屋敷は、大阪市中ノ島にあって、鳥取藩から廻送してきた米糓を貯蔵し販売す
　　　　　　　　　　る事務をつかさどったのである。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かろ),辛)うじて昭和初年まで現状を維持して残存していたが、一倉庫 

　　　　　　　　　　の大きさは、普通EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(けた),桁)行１６間EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はり),梁)行８間以上であって、これが３２棟もあり、総敷地４８００坪余
　　　　　　　　　　りの広大なものであった。表門は土佐掘川にのぞんで建てられていて、堂島川の交通をひかえ、
　　　　　　　　　　運河によって倉庫の入口まで船で運ばれていた。裏門は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(た),用)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みの),蓑)橋停留所筋の電車通りに面してい
　　　　　　　　　　たという。屋根瓦は、平瓦と筒瓦とで上代の本瓦EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぶき),葺)であり、倉庫の戸前は青銅の一枚張りで作ら
　　　　　　　　　　れていた。１棟１００坪以上の大倉庫であるから、虫害変質のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(うれい),憂)はほとんどなく、廃藩後も久し
　　　　　　　　　　く引取所の貯蔵倉庫として利用せられていた。
　　　　　　　　　　　鳥取藩はここに御蔵番役人をおき、販売・金融の事務にあたったのであるが、米を抵当として
　　　　　　　　　　大阪大商人が藩に大量の金銀を借用する場合もあり、その元利が重なって、首の廻らぬ藩財政と
　　　　　　　　　　なり、鴻ノ池の番頭がしばしば直接鳥取に催促にきた際には、花火を打ち上げてもてなした記事
　　　　　　　　　　が因府年表にでている。藩制下における末期症状であり、これは他藩にも共通することであった。
　　　　　　　　　　だが、多くの物語りを残した倉庫の姿もいまは消えEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(う),失)せてしまっている。

